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う。そのかわり、それらの項目については、前

の状態から「変化」させることになります。

　

小さな体験を

　『実際に体験したことと、自分の頭で考えた

こと以外は、いざというときに役に立たない』

　これは、私の基本的な姿勢であり、今日ま

で、この方針を貫いてきたつもりです。新しい

手法も、早く帰って自宅でやってみることで手

に入れることができました。２０１の鉄則も、

一つの項について、実際の作業の中にどのよう

に取り入れるかというところまで具体的に考え

ます。場合によっては、テンプレートや取り組

みの方針書なども、その時点で用意します。こ

のように、自分の頭で考えたり、事前に「ミニ

体験」することで、ようやく本番の作業に使う

ことができるのです。

　このような読み方は、何も「２０１の鉄則」

に限ったことではありませんが、「鉄則」は、

要領良くまとめられていますので、取り組み方

を考える行為に入りやすいはずです。同じよう

なことを一般の文献で行うには、まず、その節

で何が述べられているのか、そして何をすべき

というのか、と言ったことを読み取らなければ

なりません。

　文章を読むということは、著者の頭の中を歩

き回ることで、そのままでは、自分の頭で考え

たことにはなりません。そうして著者の頭を散

歩しているうちに、自分の頭で考えるという本

来の目的を忘れてしまう可能性があります。特

に、このような読み方が身についていない状態

では、その危険が高いのです。その点、「２０

１の鉄則」は、予め要領良くまとめられていま

すので、著者の頭の散歩から早く開放されて、

本来の目的に戻りやすいのです。

　どうか、このような本を大事に読み込んで頂

きたいと思います。そして、同時にこの種の文

献の読み方というものを身に付けていただきた

いとおもいます。一人でも多くの方が、適切な

ソフトウェア開発のあり方を身に付けること

に、少しでも役に立てることを願って、この企

画を終えることにします。

　長い間、お付き合いいただいてありがとうご

ざいました。　　　　　　［完］

ホームページ →  http://village.infoweb.ne.jp/ ̃fwgf2942/index.htm

つまり、今回漏らした仕様が漏れることなく考

えられる仕組みを手に入れることになります。

このステップを経ないかぎり、毎回、同じよう

な前提事項のモレを繰り返してしまうのです。

　　　　

この本の意義と読み方

　「２０１の鉄則」は、じつに多くの示唆を含

んだ本です。幾つかの場面に分類され、そこで

起きる問題を整理して、“このような過ちを侵

そうとしていないか？”と、問い掛けてくれま

す。実際に、一人ののエンジニアが、２０１項

目の全てが必要になるわけでありません。今

回、解説してきたように、１／４程度で十分足

りると思います。

　問題は、この本をどう読むかです。少なくと

も「読んだことがある」という状態では、ほと

んど意味がありません。せっかく、分かりやす

い工程単位で分類されているのですから、やは

り、実際の作業に入る前に、その工程におい

て、この本に書かれていることに遭遇する可能

性があるかどうかを検討し、危険な項について

は具体的に対応する方法を考え、実施していた

だきたいものです。あまり多くを一度に取り組

もうとすると、うまくいかない可能性が高く

なってしまいますので、それぞれの工程ごと

に、２～３の項目に絞ってた方が良いでしょ

　　　原理４１の補足

　原理４１は、「要求分析の原理＝今すぐ要求

仕様書の誤りを直せ」というものでしたが、こ

れには非常に大きな意味があります。要求の誤

りに気付くのは、主として３つの場面です。一

つは、要求仕様のレビューのタイミングで、こ

の場合は、もともと要求仕様を書いていた流れ

があるために、仕様書の修正にはあまり抵抗は

ありません。２番目は、要求仕様を受けて設計

に入ったところで、仕様の不足や矛盾に気付く

という場面です。ただ、現実には、「設計」と

いう作業が省かれていることが多いため、この

機会は明確ではありません。３つ目は、テスト

によって、仕様が漏れていることが判明したと

きです。この場合、構成管理（変更制御）が行

き渡っていない組織では、目の前のソースの修

正が優先されるため、要求仕様書の修正が“後

回し”になります。

　この“後回し”が確実に実行されれば良いの

ですが、実際には、実行されないまま放置され

ることが多いようです。でも、ここで書き直さ

れないために、多くの人は、次の機会でも同じ

過ちを繰り返すことになるのです。仕様の誤り

と言っても、単なる誤記や値の違いなどの場合

は修正に支障は無いのですが、この機能が実行

される際の条件の定義が抜けていたり、ある状

況でのパフォーマンスの規制が抜けていたとい

うような場合、実は、間単には要求仕様書に追

記できないことがあります。

　ソースが修正されたのだから、要求仕様書へ

の追記も問題ないと思って、いつでも訂正でき

ると思っていることが、“後回し”の根拠と

成っているようですが、実際に仕様に書いてみ

れば直ぐに分かります。もともと適切に構成さ

れていなければ、そのことを何処に書けば良い

か迷ってしまったり、どのように書けば良いか

困ってしまいます。特に、そのような記述を漏

らした分けですから、仕様書がうまく構成され

ていないと考えられますので、この種の仕様の

追加や訂正が、スームースに行かないことが少

なくないのです。

　前提事項を追記するために、仕様書の構成を

変更したり、整理し直す必要が出てくることが

あります。このステップを経て、はじめて次回

には同じ過ちをしない確率が高くなるのです。

　４年あまりの長期にわたって、「２０１の鉄則」の解説を続けてきました。その結果、原著の
項目の１／４を越える項目を解説することになってしまいました。この本は、おそらく多くのソ
フトウェア開発の関係者に読まれていることと思われますが、その人たちに少しでも役に立つこ
とがでたとすれば、私としても、嬉しいかぎりです。
　しかしながら、５０回を越えたこともあって、原著の項目の中での主な部分は、概ね解説し終
えたのではないかと思われます。また、この間の時代の変化もあって、新しいテーマも私の前に
現れてきましたので、「２０１の鉄則」の解説も、このあたりで一旦終えることにしたいと思
い、今回を最終回としました。
　最終回では、もう一度、この本の意義や、この種の本の読み方などについて整理しておきたい
と思います。また、「５０回」目の「原理４１＝今すぐ要求仕様書の誤りを直せ」のところで、
解説が不足していましたので、ここで、補足しておきたいと思います。

▲９９年度の派遣社員の総数が１００万人を超えたという。しかも前年度比で１９．３％も増
えている。企業が正社員から派遣社員に切り替えたことを物語っている。しかしながら、派遣
会社の売上高は７％減少していて、派遣会社間の競争が激しくなってきたようだ。
▲確かに、この間の企業の収益が増加に転じていて、政府をして。景気が回復傾向にあると言
わせているが、その背景にあるのが、派遣社員への転換である。９９年から２０００年にかけ
ての企業の増収は、一部の業種を除けば、ほとんどがリストラ効果である。
▲この急激な変化の背景にあるのは、経営者の横並び感覚と、企業側に解雇権がないことが上
げられる。法的には事前通告で解雇が出来るのだが、過去の判例によって、実質的に法律が否
定された形になっている。契約期限つきの社員であれば、その問題が生じないのである。
▲解雇の関して企業に出来るのは、簡単に言えば倒産ぎりぎりの状態で「希望退職」を募るこ
とぐらいである。その場合は、有能な人から辞めていく傾向があり、その後の競争力を大きく
損ねることになる。だから陰湿な方法に走ってしまう。

最終回

"派 遣 社 員 頼 み の "いびつ
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も
し
か
し
た
ら
、
大
人
た
ち
が
、
「
な

ぜ
、
い
ま
さ
ら
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
き
ち
ん
と
納
得

出
来
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
今
で

も
、
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ

で
良
い
で
は
な
い
か
と
い
う
人
も
い
る
。
こ

の
人
た
ち
は
、
「
も
っ
と
上
手
く
仕
事
を
す

る
」
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
見
い
出
し
て
い

な
い
。
変
わ
っ
て
い
く
環
境
に
対
し
て
仕
事

の
効
率
が
良
く
な
い
と
言
う
こ
と
は
、
社
会

に
と
っ
て
負
担
を
強
い
て
い
る
こ
と
に
な

る
、
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
。

　
実
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
「
Ｉ
Ｔ
革

命
」
の
意
義
の
一
つ
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
同

じ
よ
う
な
仕
事
で
も
、
新
し
い
環
境
を
活
用

し
て
、
も
っ
と
簡
単
に
済
ま
せ
て
し
ま
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
の
で
あ

る
。
空
い
た
時
間
は
、
さ
ら
に
仕
事
を
し
て

も
良
い
し
、
家
庭
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

使
っ
て
も
良
い
。
そ
れ
で
も
生
産
性
は
落
ち

て
い
な
い
の
だ
か
ら
。
も
ち
ろ
ん
、
一
層
の

勉
強
に
使
っ
て
も
良
い
。
特
に
、
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
行
す
る
我
が
国
に
あ
っ
て

は
、
よ
り
長
く
「
現
役
」
で
活
躍
で
き
る
状

況
に
も
貢
献
す
る
。
「
現
状
」
の
ま
ま
で

は
、
必
ず
新
し
い
時
代
に
と
っ
て
障
害
と
な

る
。
必
ず
、
新
し
い
時
代
を
知
り
、
そ
こ
で

活
躍
す
る
た
め
の
勉
強
や
訓
練
が
必
要
に
な

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
「
Ｉ
Ｔ
革
命
」

は
、
そ
こ
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
大
人
が
勉
強
し
な
く
な
っ
た
も
う
一
つ
の

原
因
は
、
仕
事
上
で
競
う
こ
と
が
無
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
学
校
だ
け
で

な
く
、
大
人
も
「
競
争
」
を
回
避
し
て
い

る
。
「
競
争
」
が
“
疎
ま
し
い
”
も
の
と
し

て
避
け
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
の
一
つ

が
、
学
校
の
「
職
員
室
」
で
あ
る
が
、
一
般

の
企
業
で
も
よ
く
似
た
こ
と
が
起
き
て
い

る
。
ま
る
で
競
争
し
な
い
こ
と
が
、
「
和
の

精
神
」
に
適
う
と
で
も
言
う
か
の
よ
う
に
。

　
今
日
、
そ
の
企
業
や
組
織
の
活
動
の
目
的

を
、
如
何
に
効
率
良
く
発
揮
す
る
か
が
問
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
「
Ｉ
Ｔ
機
器
」
を
活
用
し
て

勉
強
す
る
の
で
あ
る
。
二
倍
も
三
倍
も
働
け

と
言
う
の
で
は
な
い
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
、

今
ま
で
の
七
〇
％
の
時
間
と
コ
ス
ト
で
実
現

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
研
究
し
勉
強
し
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
も
し
、
大
人
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
に
動
き

出
せ
ば
、
日
本
の
公
的
サ
イ
ト
に
、
何
と
自

由
に
入
手
で
き
る
有
用
な
情
報
が
少
な
い
こ

と
か
と
怒
り
だ
す
は
ず
だ
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
「
税
金
」
が
投
入
さ
れ
て
い
る
組
織
が

　
「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
と
い
う
言

葉
が
今
年
の
流
行
語
に
選
ば

れ
た
が
、
そ
の
実
態
は
お
粗

末
な
か
ぎ
り
で
あ
る
。
確
か

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
あ
る

程
度
個
人
に
対
し
て
普
及
し

て
い
る
。
だ
が
そ
の
使
い
道

は
と
問
え
ば
、
「
Ｉ
Ｔ
革

命
」
と
は
ほ
ど
遠
い
。
「
Ｉ

Ｔ
革
命
」
と
い
う
の
は
、
単

に
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
す
れ
ば

良
い
の
で
は
な
い
。
パ
ソ
コ

ン
を
ど
う
使
う
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
年
賀
状
の
編
集
と
「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
と

は
何
の
関
係
も
な
い
。

　
「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
の
前
提
と
な
る
の
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
安
価
で
高
速
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
は
始
ま
ら
な
い
。
だ

が
、
我
が
国
で
は
、
長
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
「
回

線
」
を
支
配
し
て
き
た
こ
と
と
、
「
Ｉ
Ｓ

Ｄ
Ｎ
」
を
普
及
さ
せ
る
と
い
う
既
定
方
針

か
ら
、
す
ぐ
に
で
も
高
速
通
信
が
実
現
す

る
「
Ｄ
Ｓ
Ｌ
」
と
い
う
方
式
の
普
及
が
遅

れ
た
こ
と
が
影
響
し
た
。
そ
の
結
果
、
イ

ン
タ
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
進
ま
ず
、
ア
ジ
ア

の
国
々
か
ら
も
引
き
離
さ
れ
て
し
ま
う
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　
だ
が
、
こ
こ
で
「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
に
と
っ

て
も
う
一
つ
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
大

人
が
勉
強
し
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
家
に
帰
っ
て
、
知
識
や
見
聞
を
広
げ

た
り
、
自
分
の
仕
事
の
技
術
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
勉
強
を
し
な
く
な
っ
た
。
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
一
ヶ
月
の
小
遣
い
が
、
こ
の
５
年
間

で
二
万
円
以
上
減
少
し
て
い
て
、
本
を
換
え

な
く
な
っ
た
こ
と
も
原
因
に
上
げ
ら
れ
る
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
だ
と
す
る
と
、
な
お
さ

ら
“
じ
り
貧
”
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
い
や
、

そ
れ
よ
り
も
、
家
で
勉
強
す
る
必
要
性
そ
の

も
の
を
認
識
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　
一
方
で
は
、
学
校
教
育
に
於
け
る
学
力
の

低
下
が
問
題
に
な
っ
て
い
て
、
教
育
基
本
法

も
含
め
て
改
正
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
よ
り
も
、
大
人
が
勉
強
し
な
く
な
っ
た
こ

と
の
方
が
、
問
題
と
し
て
の
影
響
が
大
き

い
。
家
庭
に
あ
っ
て
、
勉
強
す
る
姿
を
子
供

に
見
せ
な
い
ま
ま
で
は
。
何
も
解
決
し
な
い

だ
ろ
う
し
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
社
会
に
と
っ

て
っ
も
「
荷
物
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
か
っ
て
は
、
貧
し
さ
か
ら
の
脱
却
と
い
う

こ
と
で
、
必
死
で
生
活
を
支
え
る
大
人
に
代

わ
っ
て
子
供
が
勉
強
す
る
動
機
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
今
日
で
は
、
「
貧
し
さ
か
ら
の
脱

却
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
す
で
に
消
滅
し
て

い
て
、
そ
れ
に
変
わ
る
動
機
が
、
家
庭
や
社

会
の
中
に
存
在
し
な
い
。
大
人
た
ち
は
、
リ

ス
ト
ラ
の
影
に
脅
え
な
が
ら
も
、
結
局
は
何

も
行
動
し
て
い
な
い
。
口
で
は
、
「
こ
の
ま

ま
で
は
・
・
・
」
と
言
う
が
、
具
体
的
な
行

動
（
仕
様
）
に
落
と
せ
て
い
な
い
た
め
、
足

が
一
歩
も
前
に
進
ま
な
い
の
だ
。

音音

運
営
す
る
サ
イ
ト
で
は
、
多
く
の
情
報
や

研
究
結
果
が
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
我
が
国
で
は
、
「
自
己
紹
介
」
意

外
に
、
ほ
と
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
が
な

い
。
つ
ま
り
、
常
時
接
続
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
勉
強
す
る
に
も
、

「
日
本
語
の
サ
イ
ト
」
に
ま
と
も
な
物

（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
「
英
語
」
で
は
、
い
く
ら
で

も
手
に
入
る
と
い
う
の
に
。

　
「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
と
い
っ
て
日
本
中
に
光

ケ
ー
ブ
ル
を
張
り
巡
ら
し
て
も
、
そ
こ
に

「
自
己
紹
介
」
し
か
見
る
べ
き
も
の
が
な

い
の
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
勉
強
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
う
な
る
と
、

「
英
語
」
を
自
由
に
使
え
る
人
と
の
間

で
、
大
き
な
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
デ
バ

イ
ド
」
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
■

　
　
　

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

勉強しない 大人

　１９８９年１０月に「ＳＣだより」の第１号を発行して

以来、すでに１２年目に入ってしまいました。当時、小学

校の入学前だった下の娘も、来春は大学生です。同じ時計

で、私自身も２０世紀の半分余りを生きてきた勘定になり

ます。そして、あと１週間で２１世紀の幕を開けることに

なります。

　さて、２１世紀というステージの中で、私自身、どのよ

うな役割を担うか。いや、その前に、私自身がどのような

役を担えるかを問わなければならない。そして、その役を

担うための準備を怠っていないことを確認しなければなり

ません。

　「あぁ、面白かった」　この言葉を最後に吐くこと。こ

れが私たち夫婦が合意していることです。それに向かっ

て、自分に偽らない人生を送ること。そして既に居ないが

私を生んでくれた両親に、正面から向き合えるように生き

ていくこと。その気持ちが、今日までの私自身を支えてく

れたことに感謝すると同時に、私に活躍の場を与えてくだ

さった多くの皆さんや社会に感謝して２０世紀を終えたい

と思います。

　２１世紀が、皆さんにとっても素晴らしい世紀でありま

すことを祈って止みません。

いよいよ２１世紀へ


